




































A 

ノート・テイキング・ペア 

  

特徴 

グループ形態 ペア 

所要時間 ５分～１５分 

グループの存続時間 授業１コマから数コマ 

 

解説と目的 

確かなノートづくりは、大学での学習に必須な学習スキルのひとつです。この技法では２人の学生が協

力して、各自のノートの改善を行います。ペアで作業することで、異なった視点から自分のノートを再検

討することができます。聞き逃した情報を教えあい、聞き間違えた情報を訂正しあうことによって、１人

でとったノートよりも優れたノートを作り上げることが可能になります。 

 

準備 

 事前に、学生にノートづくりについて簡単な講義をしたり、資料を配布したり、優れたノートの例を見

せて、指導することが効果的です。また、適切なノートがとれるように授業を行う必要があります。たと

えば、話すテンポを落とします。学生が話についていけるように、分かりにくいと思われる内容について

は図やデータを配布します。そして、タイトルや項目などを使い、授業の構成が大まかに分かるように板

書をするのもよいでしょう。 

 

手順 

１．講義や課題など、ひとまとまりの内容を対象に、おもなポイントをまとめたノートを 1 人でつくら

せます。 

２．教員の指示や学生の希望でペア（学生 Aと B）をつくります。 

３．教員が、話した内容についていくつかの区切りを示します。学生 Aは Bに対して、自分のノートに

そって、ノートにまとめた内容のうち、最初のパートのおもなポイントを要約して説明します。 

４．学生 Aと Bが役割を交代して、学生 Bが自分のノートにそって、次のパートのおもなポイントを説

明します。 

５．このように役割を交代しながら、ノートのチェックがすべて終わるまで、おもなポイントの説明・訂

正・情報の追加を繰り返します。 

 

実践例「一般物理学」 

 ある教員が、物理学入門の多人数クラスを担当しています。大勢の学生に対して、講義中心の授業を展

開することにしていました。しかし、ほとんどの学生はノートづくりのスキルがないことが分かっていま

した。そこで、学期のはじめに学生同士をペアにしました。そして、教員による説明のあと、10 分の間

にペアでノートの内容を確認させることにしました。学生はこの時間内でできるだけ正確で完全なノー

トをつくることが求められました。学生が多くの仲間とペアになり作業ができるように、ペアを４回組み

替えました。 

 

 



A 

実践例「老人医学」 

 この授業で毎週行っている小テストの成績がよくありませんでした。学生が課題の文献を丁寧かつ批

判的に読んでいないのが原因であろうと担当教員は考えました。そこで当初、教員は文献講読の際にノー

トをとらせ、提出されたノートを教員自身がチェックすることにしました。その作業の中で、教員はある

学生たちはほかの学生たちより、上手にノートづくりができていることに気づきました。そこで、ノー

ト・テイキング・ペアの技法を活用し、ノートづくりの上手な学生に、そうではない学生をサポートさせ、

より効率的なノートづくりを指導することにしました。 

 まず、ノートの質にしたがって学生を二つのグループに分け、リストを作成しました。その次の授業の

はじめに、そのリストにそってペアを組みました。そして、課題としていた文献講読の際にとったノート

を出すように学生に指示しました。ノートづくりの上手な学生にそうではない学生を指導するようにと

は言わず、簡単にお互いのノートを見比べ、見落とした部分が見つかったら自分のノートに付け加えるよ

うに指示を与えました。このことを数週間続けました。その結果、少しずつ学生全員のノートテイキング

能力が向上し、同時に小テストの成績も伸びていることが確認できました。 

 

工夫と応用 

ⅰ．講義中に学生をペアごとに座らせます。時間内に何回か、講義を中断し、この技法を用います。そこ

で「なにが、いままでで重要なポイントだったのか。ノートにそのポイントが分かるようにまとめなさ

い」というような具体的な指示を出します。このやり方は学生を講義内容に集中させ、講義で説明した

内容を振り返る練習になりますし、聞き間違えた部分や勘違いした部分を正す機会を与えることがで

きます。 

ⅱ．パートナーにノートを見せる前に、自分のノートを読み返し、改善・訂正・情報追加を行う時間とし

て一週間を与えます。そして、パートナーにノートを見せる前に自分の考えをより明確にし、手書きの

ノートをより読みやすいように整理させます。 

ⅲ．この技法を利用したのち、教員が講義で使っていたメモを学生ペアに与え、内容のチェックをさせま

す。このようにすると、正しい情報とノートの内容とのズレを確認させることができます。 

ⅳ．すべての学生が PCのワープロソフトでノートを作成している場合、メールの添付ファイル機能を利

用して、お互いのノートをチェックさせるができます。お互いに書き加えた部分が分かるように、文字

のフォントや色を変えさせます。そしてペアで統合したノートを作成させます。 

ⅴ．授業開始時の宿題チェックや宿題の復習、または試験勉強のために、この技法を利用します。 

 

アドバイス 

ⅰ．この技法は、授業や講義で取り上げる概念をさらに理解させることができますが、ペアの二人とも間

違った情報をもっていた場合は、その間違った情報をさらに定着させる恐れもあります。これを避ける

ため、講義などでは重要な概念やポイントをつねに強調し、学生が正しい情報を習得しているか確認す

るために、定期的にノートをチェックし、評価することが必要になります。 

ⅱ．大事なことは、ペアの学生がそれぞれのノートを改善するために相手から得た情報を自分のノートに

付け加えることです。ペアのなかの一人だけがいつも詳しく正しいノートをとっているのなら、そうで

はないパートナーをいつも一方的にサポートすることに対して不満が生じる可能性があります。この

点には気をつける必要があります。 
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ノート・テイキング・ペア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



A 

ロールプレイ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



A 

テスト・テイキング・チーム 

 



B 
ロールプレイ 

  

特徴 

グループ形態 ２－５人 

所要時間 15分～45分の話し合い 

グループの存続時間 授業１コマ 

 

解説と目的 

 ロールプレイとは創られた場であり、学習目的を達成するために、普段の自分ではありえない、異なる

人物を実演することを言います。学生はロールプレイを通して、想像した人物や、想像した場面を感じ、

考えるという体験ができます。ロールプレイは具体的な行為から学ぶ方法 learning by doingといえます。

ロール（役割）を与えることにより、学生は自分の持っている知識やスキルや理解を積極的に応用しない

と、自分とは異なる視点からの発言や行動はできません。一方、プレイ（演技）という言葉は安心できる

環境で、学生が想像力をはたらかせ、ある人物を楽しく演じることを示しています。したがって、ロール

プレイ（役割演技）はなじみの薄い状況に置かれた人物を演じたり、思い描いたりすることにより、授業

内容に沿った創造性の高い参加型活動を要求します。 

 

準備 

 ロールプレイのシナリオは十分な時間をかけて検討する必要があります。シナリオをより現実的に描

くため、異なった視点をもつ人物がやり取りする、という状況設定が不可欠です。学生が演技する人物の

数を決め、それぞれの人物が持つ視点やその特徴と、それらの人物がとる行動を明確にします。また、ロ

ールプレイを実演する学生以外の役割についても検討します。たとえば、ロールプレイ中の逸脱行動の調

整、ロールプレイについてのコメンテーターなどが考えられます。ストーリーを決める際、演じる学生に

は行動のきっかけとなる重要な出来事を考え、それに反応させることがポイントです。この出来事という

のは、ある人物の一言でもよいし、ロールプレイが始まる前に起こった事件でも構いません。もしあれ

ば、それぞれの役割のバックグラウンドに関する参考資料を準備します。また、ロールプレイの時間をあ

らかじめ設定するか、自然に終わらせるかなど、活動の終わり方にも決めておきます。 

 

手順 

１．準備した数に応じた人数のグループを編成します。 

２．シナリオを紹介し、それについて学生同士で、不明な点がないか話し合う時間を設けます。 

３．学生同士で役割を決めさせます。もし上記のように調整役やコメンテーターのような役割を設ける

場合は、それらの学生にたいしてはっきりとした説明を行います。 

４．時間制限や活動の終わり方について説明します。 

５．ロールプレイを始めます。ロールプレイは、取り上げている行動が明確に演じられたとき、対象とし

ている特徴が十分に現れ展開した時、または、取り上げられているスキルが十分に展開したときに終

了します。それ以上は続けません。 

６．ロールプレイ終了後には、役割を担ったメンバー同士、または授業参加者全体で話し合います。ここ

では、おもに学生が演じた役割についての解釈や、行動の背後にある意思に焦点を絞ります。 

７．話し合いが終わった後、役割を交代し、シナリオを変化させて再び５～６のプロセスを踏みます。 



B 
具体例「偏見の心理学」 

 この授業の目的は、社会を構成する多数派と少数派の間で作り出され、結果として生じた差別に関する

複雑な心理過程を理解させることにあります。偏見に影響された人間関係についての学生の認識を深め

ると同時に、偏見に対する適切な反応の仕方を示すため、担当教員は授業の中でロールプレイをしばしば

導入しています。教員はふつう、学生を３グループにし、偏見を持った発言者、それに反応する人、およ

び二人の行動を観察する観察者の三つの役割を準備します。学期を通して多様なシナリオを考え、その中

で学生が想像するさまざまな視点（たとえば、文化的・人種的・性別的・社会＝経済的な背景・身体的な

障害など）をもった人物を登場させ、学生に演じさせます。たとえば、シナリオの一つとして、ビジネス

会議のシーンを作ります。発言者はマネージャー役であり、ある人種に対して偏見を含んだ発言をしま

す。その発言を受けるのはその人の部下であり、かつその人種に所属する人です。発言を受ける人はその

発言に対してどういう反応を示せばよいかを判断し、反応します。観察者の役割を与えられた学生はこの

場面を見て、自分自身が感じたことを説明します。ロールプレイのあと、学生はまず三人でそれぞれの学

生の反応や態度について話し合い、次いでクラス全体にして発表します。そして、学生全員がこの報告を

聞いたのち、そのなかから出てきた様々な思いなどをピックアップしながら、全員で話し合います。 

 

工夫と応用 

ⅰ．シナリオ作り、登場する人物、およびその人物が担う意味の決定を、教員ではなく参加する学生に任

せることもできます。  

ⅱ． ロールプレイをグループで練習した後、クラス全体の前で演じさせます。もしくは、同時進行で複

数の小グループによるロールプレイを行う代わりに、全員の学生の前で一つのグループによるロール

プレイを実施することも可能です。この場合、観察している学生にはロールプレイの行動やセリフを見

て、意味を理解するよう具体的な課題を示します。 

 

アドバイス 

ⅰ．学生がロールプレイの目的を十分に理解するために準備には十分な時間をかけます。目的を理解しな

ければ学生は雑談を始めます。そうなるとロールプレイは盛り上がらず、不自然なものになります。 

ⅱ．また、学生は演じる人物やその特徴及び性格を理解しなければなりません。これらを理解することに

より、もっと効果的に演じることができます。演じる役割が複雑な場合、演じる前に考える時間を設け

たり、事前学習が必要になる場合があります。 

ⅲ．なかには、役割を演じることに対して、人前を気にし、不安を感じる学生もいます。彼らの不安を和

らげるために、安心できる環境づくりに努め、学期の初めに十分なアイスブレークを行うことを検討し

てください。 

ⅳ．ロールプレイの終わり方はとても大切です。十分な時間をかけ、活動を通して学んだことを振り返る

セッションを行う必要があります。また、一度きりの短時間によるロールプレイを通して、学生に人間

の信念に対する深い理解を期待しないほうがよいでしょう。 

ⅴ．ロールプレイの真価が発揮されたといえるのは、新しい人物を演じたり、新しい状況で演じることに

よって、学生が授業内容についての一般的な意見を持てたときです。 

ⅵ．この技法はとても効果的な指導方法ですが、ほかの指導方法と同じく使いすぎないように注意すべき

です。使いすぎるとくどくなり、不自然で、単なる遊びになってしまいます。 
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B 
テスト・テイキング・チーム 

 



C 

 

テスト・テイキング・チーム 

  

特徴 

グループ形態 ４－６人 

所要時間 試験の規模による 

グループの存続時間 試験の規模による 

 

解説と目的 

 学生はチームを組み、チームで試験の準備をします。最初に試験を個人で受け、次にチームで受けま

す。したがってこの技法は３段階で構成されています。最初の段階ではチームで試験の準備をします。次

の段階では試験を個人で受けます。そして最後の段階では試験をチームで受けます。チームで試験勉強を

するので試験範囲についての学生の理解が深まります。個人で試験を受けるので、学生個人の責任が問わ

れます。チームで再度試験を受けるので、学生一人ひとり一人がグループで蓄積した知識の恩恵を受ける

ことができます。一般的に、チームの成績が個人の成績よりも高いため、テスト・テイキング・チームは

協同学習のメリットを示すことができます。この技法は授業内の小テストや期末試験にも使えます。 

 

準備 

 まず学習させたい内容を決め、学生に知らせます。その内容を講義で説明したり、読書課題やほかの活

動を通して教えたりします。そのうえでこの技法の準備をおこないます。準備の方法は、個人用の質の高

い試験問題を準備するときと同じです。 

 

手順 

１．学生を４人から６人のチームに分けます。できれば、多様なメンバーや、さまざまな学力のメンバー

を含んだチームにします。 

２．学習内容やその難易度、分量によって、チームでの作業時間が決まります。短ければ 15分程度、長

ければ授業１コマ分かそれ以上の時間が必要になります。 

３．学生個人に試験を課し、終わったら教員に提出し、教員が成績をつけます。 

４．成績をつけた試験用紙を学生に返す前に、学生はチームごとに試験問題を再検討し、チームによる解

答表を作成し、提出します。 

５．個人の得点とチームの得点との平均点を学生個人の成績とします。または、それぞれの結果に重みを

つけることもできます。たとえば、最終得点の３分の２を個人の得点とし、残りの３分の１をチーム

の得点とします。 

 

実践例「一般心理学」 

 ３回の授業にわたり、認知的学習理論に関する文献講読、講義と話し合いをおこなった後、担当教員は

テスト・テイキング・チームを導入しました。学生に対して、次の授業では認知的学習理論について復習

をしてから小テストをすると予告しました。そのため、試験に出ると思う問題を準備し、その問題につい

て４人で予習するように伝えました。 

 次の授業のはじめに教員は 4人チームをつくり、15分間、テストのための準備を一緒にさせました。

その後、20 分間の個人試験を実施しました。解答用紙を回収したあと、各チームで同じ試験問題を解く



C 

 

ように指示しました。教員の期待通り、個人得点に比べ、チーム得点のほうが高く出ました。個人の成績

を算出する際、個人の得点が総得点の３分の２、チームの得点が３分の１の割合になるように個人とチー

ムの得点を合成しました。 

 

実践例「統計学入門」 

 教員は中間試験までに一緒に勉強するペアをつくり、中間試験がおわったあとペアを組み替えました。

毎週おこなっている小テストに向けて、このペアで一緒に勉強させました。小テストの実施日、最初の 30

分は学生個人が小テストをうけ、授業の最後の 20分はペアで試験を受けさせました。このテストの得点

は両方の得点を統合したものとしました。 

 

実践例「ロマン派期のイギリスの詩」 

 この大学院の授業では、学生が修士卒業試験に対して不安を抱いていました。その不安が、この授業で

本当に学ぶべきものへの理解を妨げている、と担当教員は考えていました。そこで教員は、試験と授業を

両立させるためにテスト・テイキング・チームを導入しました。つまり、授業内容を取り上げながら、こ

の卒業試験に出てくる問題を解くための準備をすることにしました。教員はまず、ロマン派期のイギリス

の詩をテーマにした模擬試験を作成する際、院生に配慮し、卒業試験に出るような質問を含めた試験に

し、このことを院生に説明しました。そして、院生をチームにし、試験勉強のコツについて話し合いなが

ら、模擬試験に向けての準備及び復習をさせました。その後、まず個人に試験を課し、次にチームに課し

ました。チームでの作業を通じて、この授業に関連した個人の知識の漏れを埋めながら、次の卒業試験の

準備をすることができました。 

 

工夫と応用 

ⅰ．チームのかわりにペアを使います。 

ⅱ．試験用紙を２部用意し、チームに渡します。１部は復習用に、もう一部は提出用にします。 

ⅲ．試験に向けて準備した資料を提出させます。たとえば、解答の要約、話し合いを整理する際に用いた

アウトラインや文献、試験準備のプロセスについての報告書などの提出をもとめることができます。 

ⅳ．個人得点とチーム得点との差について簡単な統計的な分析をしてみます。個人やチームの平均得点を

公表します。 

 

アドバイス 

ⅰ．テスト・テイキング・チームは１回限りの活動として導入することもできますが、同じチームで数回

にわたり繰り返すことも効果的です。後者のほうが共同作業を通じて人間関係がより深まり、チームメ

ンバーの実績についても責任感を感じるようになります。 

ⅱ．もしもチーム間の競争がよりよい結果を招くと感じられたら、最高得点をあげたチームを発表しても

よいでしょう。加えてそのチームにボーナス得点をあげるということもできます。 

ⅲ．個人得点とチーム得点を統合した評価シートを作ります。このシートを使えば、例えば、個人得点と

チーム得点を平均する、総合得点の３分の２を個人の得点にし、残りの３分の１をチームの得点とす

る、といった得点の計算が容易になります。 
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テスト・テイキング・チーム 

 



ノート・テイキング・ペア 

  

特徴 

グループ形態 ペア 

所要時間 ５分～１５分 

グループの存続時間 授業１コマから数コマ 

 

解説と目的 

確かなノートづくりは、大学での学習に必須な学習スキルのひとつです。この技法では２人の学生が協

力して、各自のノートの改善を行います。ペアで作業することで、異なった視点から自分のノートを再検

討することができます。聞き逃した情報を教えあい、聞き間違えた情報を訂正しあうことによって、１人

でとったノートよりも優れたノートを作り上げることが可能になります。 

 

準備 

 事前に、学生にノートづくりについて簡単な講義をしたり、資料を配布したり、優れたノートの例を見

せて、指導することが効果的です。また、適切なノートがとれるように授業を行う必要があります。たと

えば、話すテンポを落とします。学生が話についていけるように、分かりにくいと思われる内容について

は図やデータを配布します。そして、タイトルや項目などを使い、授業の構成が大まかに分かるように板

書をするのもよいでしょう。 

 

手順 

１．講義や課題など、ひとまとまりの内容を対象に、おもなポイントをまとめたノートを 1 人でつくら

せます。 

２．教員の指示や学生の希望でペア（学生 Aと B）をつくります。 

３．教員が、話した内容についていくつかの区切りを示します。学生 Aは Bに対して、自分のノートに

そって、ノートにまとめた内容のうち、最初のパートのおもなポイントを要約して説明します。 

４．学生 Aと Bが役割を交代して、学生 Bが自分のノートにそって、次のパートのおもなポイントを説

明します。 

５．このように役割を交代しながら、ノートのチェックがすべて終わるまで、おもなポイントの説明・訂

正・情報の追加を繰り返します。 

 

実践例「一般物理学」 

 ある教員が、物理学入門の多人数クラスを担当しています。大勢の学生に対して、講義中心の授業を展

開することにしていました。しかし、ほとんどの学生はノートづくりのスキルがないことが分かっていま

した。そこで、学期のはじめに学生同士をペアにしました。そして、教員による説明のあと、10 分の間

にペアでノートの内容を確認させることにしました。学生はこの時間内でできるだけ正確で完全なノー

トをつくることが求められました。学生が多くの仲間とペアになり作業ができるように、ペアを４回組み

替えました。 

 

 



実践例「老人医学」 

 この授業で毎週行っている小テストの成績がよくありませんでした。学生が課題の文献を丁寧かつ批

判的に読んでいないのが原因であろうと担当教員は考えました。そこで当初、教員は文献講読の際にノー

トをとらせ、提出されたノートを教員自身がチェックすることにしました。その作業の中で、教員はある

学生たちはほかの学生たちより、上手にノートづくりができていることに気づきました。そこで、ノー

ト・テイキング・ペアの技法を活用し、ノートづくりの上手な学生に、そうではない学生をサポートさせ、

より効率的なノートづくりを指導することにしました。 

 まず、ノートの質にしたがって学生を二つのグループに分け、リストを作成しました。その次の授業の

はじめに、そのリストにそってペアを組みました。そして、課題としていた文献講読の際にとったノート

を出すように学生に指示しました。ノートづくりの上手な学生にそうではない学生を指導するようにと

は言わず、簡単にお互いのノートを見比べ、見落とした部分が見つかったら自分のノートに付け加えるよ

うに指示を与えました。このことを数週間続けました。その結果、少しずつ学生全員のノートテイキング

能力が向上し、同時に小テストの成績も伸びていることが確認できました。 

 

工夫と応用 

ⅰ．講義中に学生をペアごとに座らせます。時間内に何回か、講義を中断し、この技法を用います。そこ

で「なにが、いままでで重要なポイントだったのか。ノートにそのポイントが分かるようにまとめなさ

い」というような具体的な指示を出します。このやり方は学生を講義内容に集中させ、講義で説明した

内容を振り返る練習になりますし、聞き間違えた部分や勘違いした部分を正す機会を与えることがで

きます。 

ⅱ．パートナーにノートを見せる前に、自分のノートを読み返し、改善・訂正・情報追加を行う時間とし

て一週間を与えます。そして、パートナーにノートを見せる前に自分の考えをより明確にし、手書きの

ノートをより読みやすいように整理させます。 

ⅲ．この技法を利用したのち、教員が講義で使っていたメモを学生ペアに与え、内容のチェックをさせま

す。このようにすると、正しい情報とノートの内容とのズレを確認させることができます。 

ⅳ．すべての学生が PCのワープロソフトでノートを作成している場合、メールの添付ファイル機能を利

用して、お互いのノートをチェックさせるができます。お互いに書き加えた部分が分かるように、文字

のフォントや色を変えさせます。そしてペアで統合したノートを作成させます。 

ⅴ．授業開始時の宿題チェックや宿題の復習、または試験勉強のために、この技法を利用します。 

 

アドバイス 

ⅰ．この技法は、授業や講義で取り上げる概念をさらに理解させることができますが、ペアの二人とも間

違った情報をもっていた場合は、その間違った情報をさらに定着させる恐れもあります。これを避ける

ため、講義などでは重要な概念やポイントをつねに強調し、学生が正しい情報を習得しているか確認す

るために、定期的にノートをチェックし、評価することが必要になります。 

ⅱ．大事なことは、ペアの学生がそれぞれのノートを改善するために相手から得た情報を自分のノートに

付け加えることです。ペアのなかの一人だけがいつも詳しく正しいノートをとっているのなら、そうで

はないパートナーをいつも一方的にサポートすることに対して不満が生じる可能性があります。この

点には気をつける必要があります。 

 



ロールプレイ 

  

特徴 

グループ形態 ２－５人 

所要時間 15分～45分の話し合い 

グループの存続時間 授業１コマ 

 

解説と目的 

 ロールプレイとは創られた場であり、学習目的を達成するために、普段の自分ではありえない、異なる

人物を実演することを言います。学生はロールプレイを通して、想像した人物や、想像した場面を感じ、

考えるという体験ができます。ロールプレイは具体的な行為から学ぶ方法 learning by doingといえます。

ロール（役割）を与えることにより、学生は自分の持っている知識やスキルや理解を積極的に応用しない

と、自分とは異なる視点からの発言や行動はできません。一方、プレイ（演技）という言葉は安心できる

環境で、学生が想像力をはたらかせ、ある人物を楽しく演じることを示しています。したがって、ロール

プレイ（役割演技）はなじみの薄い状況に置かれた人物を演じたり、思い描いたりすることにより、授業

内容に沿った創造性の高い参加型活動を要求します。 

 

準備 

 ロールプレイのシナリオは十分な時間をかけて検討する必要があります。シナリオをより現実的に描

くため、異なった視点をもつ人物がやり取りする、という状況設定が不可欠です。学生が演技する人物の

数を決め、それぞれの人物が持つ視点やその特徴と、それらの人物がとる行動を明確にします。また、ロ

ールプレイを実演する学生以外の役割についても検討します。たとえば、ロールプレイ中の逸脱行動の調

整、ロールプレイについてのコメンテーターなどが考えられます。ストーリーを決める際、演じる学生に

は行動のきっかけとなる重要な出来事を考え、それに反応させることがポイントです。この出来事という

のは、ある人物の一言でもよいし、ロールプレイが始まる前に起こった事件でも構いません。もしあれ

ば、それぞれの役割のバックグラウンドに関する参考資料を準備します。また、ロールプレイの時間をあ

らかじめ設定するか、自然に終わらせるかなど、活動の終わり方にも決めておきます。 

 

手順 

１．準備した数に応じた人数のグループを編成します。 

２．シナリオを紹介し、それについて学生同士で、不明な点がないか話し合う時間を設けます。 

３．学生同士で役割を決めさせます。もし上記のように調整役やコメンテーターのような役割を設ける

場合は、それらの学生にたいしてはっきりとした説明を行います。 

４．時間制限や活動の終わり方について説明します。 

５．ロールプレイを始めます。ロールプレイは、取り上げている行動が明確に演じられたとき、対象とし

ている特徴が十分に現れ展開した時、または、取り上げられているスキルが十分に展開したときに終

了します。それ以上は続けません。 

６．ロールプレイ終了後には、役割を担ったメンバー同士、または授業参加者全体で話し合います。ここ

では、おもに学生が演じた役割についての解釈や、行動の背後にある意思に焦点を絞ります。 

７．話し合いが終わった後、役割を交代し、シナリオを変化させて再び５～６のプロセスを踏みます。 



具体例「偏見の心理学」 

 この授業の目的は、社会を構成する多数派と少数派の間で作り出され、結果として生じた差別に関する

複雑な心理過程を理解させることにあります。偏見に影響された人間関係についての学生の認識を深め

ると同時に、偏見に対する適切な反応の仕方を示すため、担当教員は授業の中でロールプレイをしばしば

導入しています。教員はふつう、学生を３グループにし、偏見を持った発言者、それに反応する人、およ

び二人の行動を観察する観察者の三つの役割を準備します。学期を通して多様なシナリオを考え、その中

で学生が想像するさまざまな視点（たとえば、文化的・人種的・性別的・社会＝経済的な背景・身体的な

障害など）をもった人物を登場させ、学生に演じさせます。たとえば、シナリオの一つとして、ビジネス

会議のシーンを作ります。発言者はマネージャー役であり、ある人種に対して偏見を含んだ発言をしま

す。その発言を受けるのはその人の部下であり、かつその人種に所属する人です。発言を受ける人はその

発言に対してどういう反応を示せばよいかを判断し、反応します。観察者の役割を与えられた学生はこの

場面を見て、自分自身が感じたことを説明します。ロールプレイのあと、学生はまず三人でそれぞれの学

生の反応や態度について話し合い、次いでクラス全体にして発表します。そして、学生全員がこの報告を

聞いたのち、そのなかから出てきた様々な思いなどをピックアップしながら、全員で話し合います。 

 

工夫と応用 

ⅰ．シナリオ作り、登場する人物、およびその人物が担う意味の決定を、教員ではなく参加する学生に任

せることもできます。  

ⅱ． ロールプレイをグループで練習した後、クラス全体の前で演じさせます。もしくは、同時進行で複

数の小グループによるロールプレイを行う代わりに、全員の学生の前で一つのグループによるロール

プレイを実施することも可能です。この場合、観察している学生にはロールプレイの行動やセリフを見

て、意味を理解するよう具体的な課題を示します。 

 

アドバイス 

ⅰ．学生がロールプレイの目的を十分に理解するために準備には十分な時間をかけます。目的を理解しな

ければ学生は雑談を始めます。そうなるとロールプレイは盛り上がらず、不自然なものになります。 

ⅱ．また、学生は演じる人物やその特徴及び性格を理解しなければなりません。これらを理解することに

より、もっと効果的に演じることができます。演じる役割が複雑な場合、演じる前に考える時間を設け

たり、事前学習が必要になる場合があります。 

ⅲ．なかには、役割を演じることに対して、人前を気にし、不安を感じる学生もいます。彼らの不安を和

らげるために、安心できる環境づくりに努め、学期の初めに十分なアイスブレークを行うことを検討し

てください。 

ⅳ．ロールプレイの終わり方はとても大切です。十分な時間をかけ、活動を通して学んだことを振り返る

セッションを行う必要があります。また、一度きりの短時間によるロールプレイを通して、学生に人間

の信念に対する深い理解を期待しないほうがよいでしょう。 

ⅴ．ロールプレイの真価が発揮されたといえるのは、新しい人物を演じたり、新しい状況で演じることに

よって、学生が授業内容についての一般的な意見を持てたときです。 

ⅵ．この技法はとても効果的な指導方法ですが、ほかの指導方法と同じく使いすぎないように注意すべき

です。使いすぎるとくどくなり、不自然で、単なる遊びになってしまいます。 

 



テスト・テイキング・チーム 

  

特徴 

グループ形態 ４－６人 

所要時間 試験の規模による 

グループの存続時間 試験の規模による 

 

解説と目的 

 学生はチームを組み、チームで試験の準備をします。最初に試験を個人で受け、次にチームで受けま

す。したがってこの技法は３段階で構成されています。最初の段階ではチームで試験の準備をします。次

の段階では試験を個人で受けます。そして最後の段階では試験をチームで受けます。チームで試験勉強を

するので試験範囲についての学生の理解が深まります。個人で試験を受けるので、学生個人の責任が問わ

れます。チームで再度試験を受けるので、学生一人ひとり一人がグループで蓄積した知識の恩恵を受ける

ことができます。一般的に、チームの成績が個人の成績よりも高いため、テスト・テイキング・チームは

協同学習のメリットを示すことができます。この技法は授業内の小テストや期末試験にも使えます。 

 

準備 

 まず学習させたい内容を決め、学生に知らせます。その内容を講義で説明したり、読書課題やほかの活

動を通して教えたりします。そのうえでこの技法の準備をおこないます。準備の方法は、個人用の質の高

い試験問題を準備するときと同じです。 

 

手順 

１．学生を４人から６人のチームに分けます。できれば、多様なメンバーや、さまざまな学力のメンバー

を含んだチームにします。 

２．学習内容やその難易度、分量によって、チームでの作業時間が決まります。短ければ 15分程度、長

ければ授業１コマ分かそれ以上の時間が必要になります。 

３．学生個人に試験を課し、終わったら教員に提出し、教員が成績をつけます。 

４．成績をつけた試験用紙を学生に返す前に、学生はチームごとに試験問題を再検討し、チームによる解

答表を作成し、提出します。 

５．個人の得点とチームの得点との平均点を学生個人の成績とします。または、それぞれの結果に重みを

つけることもできます。たとえば、最終得点の３分の２を個人の得点とし、残りの３分の１をチーム

の得点とします。 

 

実践例「一般心理学」 

 ３回の授業にわたり、認知的学習理論に関する文献講読、講義と話し合いをおこなった後、担当教員は

テスト・テイキング・チームを導入しました。学生に対して、次の授業では認知的学習理論について復習

をしてから小テストをすると予告しました。そのため、試験に出ると思う問題を準備し、その問題につい

て４人で予習するように伝えました。 

 次の授業のはじめに教員は 4人チームをつくり、15分間、テストのための準備を一緒にさせました。

その後、20 分間の個人試験を実施しました。解答用紙を回収したあと、各チームで同じ試験問題を解く



ように指示しました。教員の期待通り、個人得点に比べ、チーム得点のほうが高く出ました。個人の成績

を算出する際、個人の得点が総得点の３分の２、チームの得点が３分の１の割合になるように個人とチー

ムの得点を合成しました。 

 

実践例「統計学入門」 

 教員は中間試験までに一緒に勉強するペアをつくり、中間試験がおわったあとペアを組み替えました。

毎週おこなっている小テストに向けて、このペアで一緒に勉強させました。小テストの実施日、最初の 30

分は学生個人が小テストをうけ、授業の最後の 20分はペアで試験を受けさせました。このテストの得点

は両方の得点を統合したものとしました。 

 

実践例「ロマン派期のイギリスの詩」 

 この大学院の授業では、学生が修士卒業試験に対して不安を抱いていました。その不安が、この授業で

本当に学ぶべきものへの理解を妨げている、と担当教員は考えていました。そこで教員は、試験と授業を

両立させるためにテスト・テイキング・チームを導入しました。つまり、授業内容を取り上げながら、こ

の卒業試験に出てくる問題を解くための準備をすることにしました。教員はまず、ロマン派期のイギリス

の詩をテーマにした模擬試験を作成する際、院生に配慮し、卒業試験に出るような質問を含めた試験に

し、このことを院生に説明しました。そして、院生をチームにし、試験勉強のコツについて話し合いなが

ら、模擬試験に向けての準備及び復習をさせました。その後、まず個人に試験を課し、次にチームに課し

ました。チームでの作業を通じて、この授業に関連した個人の知識の漏れを埋めながら、次の卒業試験の

準備をすることができました。 

 

工夫と応用 

ⅰ．チームのかわりにペアを使います。 

ⅱ．試験用紙を２部用意し、チームに渡します。１部は復習用に、もう一部は提出用にします。 

ⅲ．試験に向けて準備した資料を提出させます。たとえば、解答の要約、話し合いを整理する際に用いた

アウトラインや文献、試験準備のプロセスについての報告書などの提出をもとめることができます。 

ⅳ．個人得点とチーム得点との差について簡単な統計的な分析をしてみます。個人やチームの平均得点を

公表します。 

 

アドバイス 

ⅰ．テスト・テイキング・チームは１回限りの活動として導入することもできますが、同じチームで数回

にわたり繰り返すことも効果的です。後者のほうが共同作業を通じて人間関係がより深まり、チームメ

ンバーの実績についても責任感を感じるようになります。 

ⅱ．もしもチーム間の競争がよりよい結果を招くと感じられたら、最高得点をあげたチームを発表しても

よいでしょう。加えてそのチームにボーナス得点をあげるということもできます。 

ⅲ．個人得点とチーム得点を統合した評価シートを作ります。このシートを使えば、例えば、個人得点と

チーム得点を平均する、総合得点の３分の２を個人の得点にし、残りの３分の１をチームの得点とす

る、といった得点の計算が容易になります。 

 

 


